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3-2.システムの安定性 

 システムの伝達関数が、次のように表すことができたとする。 
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これをラプラス逆変換すると、 

( )u(t)eAeAh(t) tsts 3++= 21
21  

で表すことができる。 

 
ここで、伝達関数の極 is が実数の場合と複素数の場合について考える。 

(1) is が実数 iα の場合 

0<iα であれば、
tts ii ee α= は時間の経過とともに収束する。逆に、 0>iα の場合、

tts ii ee α= は時間

の経過とともに増大する。 
 
(2) is が複素数 ωα ji + の場合 

 0<iα であれば
tsie は時間の経過とともに収束し、 0>iα の場合には時間の経過とともに増大する。 

 

すなわち、応答が時間とともに 0 に収束する（安定な系である）ためには、伝達関数の極のすべてが

s の複素平面の左半面に存在する必要がある。 
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